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第 4 章 ブリユツセルからデツサウヘ (1814年秋'""'1814年冬)
























第 5 章ベルリン時代 (1815年 '""'1817年夏)
ベルリンに帰還して以後，ミュラーは活発な創作活動を開始する。時は復古主義時代である。ミュラー
































『冬の旅J を詩作した頃のミュラーは こうして安定した収入を得 詩人としても名声を博し，デツ
サウの中では高い社会的地位にあった。だがその一見成功した生活の中でも，彼の胸中には，解放戦争
やその後の人生で体験した絶望と諦念が，通奏低音のように存在し続けていたと思われる。







彼は極度の衰弱と疲労に襲われ 7 月にティークに宛てた手紙には 心気症のようなものに苦しんでい
ると綴っている。






トの『遍歴歌集J から『冬の旅J への表現上の借用と， ミュラーの影響を受けたハイネによるミュラー
評価等も取り上げた。




















































































第 1 章で研究の目的と方法を示した後，第 2 章から第 7 章までは，ほぼ時間の流れに沿って， ミュ
ラーの生涯の出来事と詩の内容との関連が相互的に検討される。 1815年以降は詩人自身の日記や手紙，
自伝的小説などが残されており，論者もこれらをベースに論を進めているが それ以前の時期について
は，既存の伝記的資料を中心としながら 同時代の歴史的状況を調査し さらに詩の内容から事実を逆
推論するという試みも行っている。これは詩と実体験が深く関連し合っているという論者の想定に基づ
く方法であり，怒意的な解釈に陥る危険性も苧んでいるが，本論文の場合には，傍証を用いつつ慎重な
分析が進められており，十分な説得力を保っている。例えば，詩に描かれた遍歴職人の生活は，仕立職
人である父親のもとで、育った幼少期の経験を反映していると推測される。当時の職人の生活に関する調
査と突き合わせることで 論者は 資料の少ない幼少期の生活実態を具体的に描き出すことに成功して
いる。
本論文における重要な発見のひとつは 関係者による秘匿もあって漠然としか語られてこなかった
1814年の恋愛事件に関するものである。ナポレオン戦争末期，ブリユツセルに配属されたミュラーは，
敵方軍人の妻と思われる女性と深い恋愛関係に陥るが相手の背信によって破局し 処分を受けてブ
リユツセルを追われる。論者はこの事件が，その後のミュラーの人生観や恋愛観を決定づけ，さすらい，
孤独，死の誘惑といった『冬の旅J を支配する主題の起源もここにあると見る。論者は，資料調査と詩
句分析を通じて，事件の実像に迫っている。最晩年の小説『デボラ』との関連も視野に入れているが，
従来ほとんど論じられていないこの散文作品に着目したことは本研究の斬新な点である。
詩の読解においては ドイツ語詩法に関する該博な知識をもとに詩の韻律的特徴をきめ細かく分析し
ている。この作業を通じて論者は，民謡的な親しみ深さと芸術性を同時に詩に付与するというミュラー
の企図がどのように実現されていったかを，具体的に解明した。特に最後の第 8 章「ミュラーとシュー
ベルト」では，リートとしての『冬の旅』を扱い，楽譜の分析も交えながら 詩句の意味と韻律に音楽
がどのように重なり合い調和しているかを丹念に読み解いている。音楽と詩法に関する論者の知識と関
心があってはじめて成立しえた一章である。この章は晩年のシューベルトの研究としても興味深い内容
を含んでいる。
このように，相互参照的な仕方で伝記的調査と詩の読解を行い. r冬の旅』に結実するミュラーの詩
業の全体像を描き出すという本論文の目的は ほぼ達成されていると評価できる。先行研究が少ない中
にあって，本論文が今後のヴイルヘルム・ミュラー研究のー里程標となることは間違いない。
よって，本論文の提出者は，博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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